
令和 6年度第３回香美市子ども読書活動推進委員会 議事概要 

 

日時  令和 6年 12月 19日（木） 14：00～15：20   

    

場所  香美市立図書館かみーる つながるーむ    

   

         

出席者         

委員     井本三和、大井厚志、小松由香、近藤睦子、島内貴美、原由美 

       

         

事務局  松岡 可奈（館長）、山重壮一（統括官）    

   

 

議題 

1.第四次香美市子ども読書活動推進計画の策定について  

   

事務局からの説明 

◎子ども読書活動推進計画については、令和 6年度中に第 4次（令和 7年度～令和 11

年度）計画を策定する必要があり、その進め方については前回の会で話し合ったとおり

である。 

 

◎事前に案としてお渡ししていた第４章、第 5 章について、皆様の意見をお伺いして

修正していきたいと考えている。 

（文案は以下の通り） 

 

第４章 第四次計画推進のための取組み 

 

１ 家庭・地域における子どもの読書活動の推進 

 

（１） 保護者に対する読書活動への理解の促進を図ります。 

ア 子育て支援センターでの本との出会いづくり、本の貸出し 

イ ブックスタート事業（絵本のプレゼント） 

ウ 読み聞かせ講座の実施 



エ 家庭での読書の大切さを学ぶ講座の開催 

オ 学校・幼稚園・保育園だよりによる保護者への啓発活動の実施 

カ 香美市でのイベントやホームページ、インスタグラム、図書館だより等を利用した

広報活動 

 

（２） 家庭における読書活動を支援します。 

ア 親子読書の推進 

イ 子育て本コーナー、読み聞かせ本コーナーの設置 

ウ 年齢に応じた本の充実、情報提供と貸出しの実施 

 

（３） 地域における読書活動を支援します。 

ア 様々なイベントでの読み聞かせ、PR活動の推進 

イ 読書ボランティア「おすすめ絵本」のまとめ 

ウ 放課後児童クラブでの読み聞かせ 

エ 各小中学校での読み聞かせ 

 

（４） 事業の共催等、行政・図書館とボランティアとの協働を推進します。 

 

（５） ボランティアを養成します。 

ア 読み聞かせ講座や紙芝居講座等の開催 

イ 読み聞かせ本コーナーの設置・貸出し 

 

（６） ボランティアネットワークを充実させ、ボランティア団体同士の連携を強化し

ます。 

 

２ 幼稚園・保育園・学校における子どもの読書活動の推進 

 

（１） 幼稚園・保育園における取組み 

ア 保護者やボランティアの方の読みがたりを推進し、読書に親しむ機会の充実を図り

ます。 

イ 子どもの発達段階、興味・関心に合わせた図書コーナーの充実等、子ども読書環境

の整備・充実を図ります。 

ウ 本の貸出しを通じて、親が子どもに読み聞かせをしてあげることで会話が膨らみ、

一緒に楽しむ機会を作ります。 

エ 地域の市立図書館、県の移動図書館によるサービスなどを利用し、より多くの子供

に読書の機会を提供します。 



オ 研修や講演に参加することで、教諭や保育士の読書活動における資質向上を図りま

す。 

 

（２） 学校における取組み 

ア 子どもの読書習慣の形成を図ります。 

・ 全校一斉読書（朝の読書）の充実 

・ 読書マラソン・ブックトーク等読書に親しむ機会づくり 

・ 親子読書の充実 

・ 各学年の推薦図書の共通理解 

・ 支援を必要とする児童・生徒への読み聞かせ 

・ （児童・生徒を交えた）選書会 

・ 読書スタンプラリー 

・ （子ども読書週間中の）読書チャレンジ 

・ 読書感想文／感想画コンクールへの参加 

・ 図書館利用オリエンテーション 

イ 学校図書館の読書センター及び学習・情報センターとしての機能を充実します。 

・ 全小中学校の図書・その他の資料のデータベース化 

・ 教科関連等の図書・その他の資料の充実及びそれらを活用した授業づくり 

・ 本の除籍、計画的な入替え 

ウ 児童・生徒の自主的な活動を促進します。 

・ 図書の紹介や読書量の報告 

・ 読書活動の体験（児童・生徒による保育園での読み聞かせ、高学年の低学年への読

み聞かせ等） 

・ 子ども司書養成講座 

・ 香美・香南学校図書館協議会主催の図書館学校への参加 

・ 図書委員会活動の活性化 

・ 高知こども新聞「読もっか」投稿 

・ 図書館キャラクターの募集と活用 

 

３ 図書館における子どもの読書活動の推進 

 

（１） 子どもの探究的な学習や調べものに役立つ本を収集し貸出します。 

ア 教科の学習を深められる本を集めます。 

イ 教科の学習の範囲にとらわれず、子どもの興味・関心を伸ばし、探究の仕方や調べ

方自体も学べる本を集めます。 

 



（２） 乳幼児向けの本や絵本を収集し貸出し、親子読書（保護者との読書）や家庭読

書を推進します。 

ア ブックスタート事業を市役所と協力して行います。 

イ 展示やブックリスト、おはなし会での紹介等の方法で本を知らせます。 

 

（３） 子育てに役立つ本を収集し貸出します。 

ア 妊娠時から役に立つ本も収集します。 

イ 発達障害他、子育てにおいて困難のある事についての本を収集します。 

 

（４） おはなし会等、子どもや保護者向けの行事を実施します。 

ア 読み聞かせや紙芝居等を行います。 

イ 子ども向けの映画会を行います。 

 

（５） 子どもの読書活動に携わっている個人・団体を支援します。 

ア オーテピア高知図書館の「児童図書研究コーナー」の資料も活用して、読書活動の

参考になる本や情報を提供します。 

イ 読書活動に関する相談に司書が応じます。 

 

（６） ティーンズ・コーナーを充実します。 

ア 学校の学習の参考になる本を、「学習参考書」も含め選定のうえ、収集します。 

イ 学校の学習内容にかかわらず、外国語学習の本や、社会で問題・課題になっている

ことを扱った本を選定のうえ、収集します。その他、青少年のニーズに応じて本を収集

します。 

ウ 文章を読むことが苦手な青少年のために、マンガで解説した本なども選定のうえ、

収集します。 

 

（７） 障害のある子どもが使える「りんごの棚」を充実し、PRを行います。 

 

（８） 不登校の子どもの学習に役立つ本を収集し貸出します。 

ア 教科書を収集します。 

イ 教科について自学自習できる本を収集します。 

 

（９） 「子ども司書」事業を行います。 

ア 図書館のしくみや分類などの知識を深め、自身が図書館を活用できるようにするの

みならず、同じ年代の子どもへの図書館活用を促せる存在を目指します。 

イ 同年代の子どもに向けて、本の紹介等の発信を行います。 



 

第５章 計画の推進に向けて 

 

１ 関係機関等との連携による総合的な取組み 

 香美市の子ども読書活動の推進の中心的な役割を担うのは、市立図書館と学校図書館

ですが、関係する市役所の部署や機関・団体と連携して取組みます。また、オーテピア

高知図書館や県の機関・団体等とも連携して取組みます。 

 

２ 効果的・効率的な計画の推進 

 計画の推進にあたっては、成果がどのくらいあがっているのか点検し、必要な修正等

も行いながら進めます。また、過度な負担にならないように効率的に行います。 

 

３ 保護者等の読書活動の推進 

 子どもの読書は、周囲の大人がどのくらい本を読んでいるかにも影響されます。子ど

もの読書活動の推進に合わせ、保護者や周囲の大人の読書活動の推進も行います。 

 

４ 財政上の措置 

 計画の実現に向けて、必要な予算確保に努めます。 

 

第 4 章・第 5 章の案は、以上になります。1月末までに修正をし、2月はパブリック

コメントを実施、3月に推進計画を策定します。前回の推進計画書と概要版の配布につ

いては別紙のとおりです。計画書はホームページにも掲載しますので、必要な方はその

都度印刷も可能です。 

意見・質疑応答 

〇意見 「第４章 ２ 幼稚園・保育園・学校における子どもの読書活動の推進 （２）

 学校における取組み ・ 香美・香南学校図書館協議会主催の図書館学校への 

参加」については、図書館学校の開催が現状難しいかもしれないので外してお 

いてほしい。 

回答→ 外すようにする。 

 

〇意見 前回は土佐山田幼稚園の児童に概要版の配布がなされていないが、配布するこ 

とは可能か？  

回答→ 人数を教えていただいたら是非配布させていただきたい。概要版については前 

回と同様に児童に配布予定で、内容は大人向け、子供向け内容を両面で作成す 

る予定である。前回は、全体として推進計画書を 350部作成していたが、必 



要な時にいつでも印刷できるので当初から前回程の数の作成はしない方向で 

考えている。 

 

2.その他 

 ・第四次計画の案の修正・加筆等について 1月末までに事務局に提出してください。 

・第四次計画の案ができたら 2月にパブリックコメントを実施します。 

・皆で協議する会は今年度については今回が最終の予定です。今後、もし必要があり 

ましたらご連絡差し上げる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 


